
特集―企業の成長戦略と人材育成

Business Labor Trend 2013.9

12

　

国
鉄
の
民
営
化
か
ら
四
半
世
紀
が
過
ぎ
た
。

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
（
概
要
参
照
）
は
当

初
の
鉄
道
事
業
か
ら
目
覚
ま
し
い
進
化
を
遂

げ
、
現
在
で
は
駅
ス
ペ
ー
ス
活
用
事
業
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス
事
業
な
ど
、
鉄

道
と
駅
よ
り
派
生
す
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
分

野
に
よ
る
運
輸
外
収
入
が
、
連
結
ベ
ー
ス
で

約
三
三
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
ｅ
ｃ

ｕ
ｔ
ｅ
な
ど
駅
ナ
カ
商
業
施
設
に
み
ら
れ
る

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
進
化
の
代

表
例
で
、
現
在
、
展
開
す
る
事
業
は
コ
ン
ビ

ニ
、
飲
食
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ホ

テ
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
、
広
告
な
ど

幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
及
ぶ
。

　

Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
事
業
で
は
、
二
〇
〇

一
年
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
非
接
触
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
（
ス
イ
カ
）」
の
発

行
枚
数
が
四
三
〇
〇
万
枚
を
超
え
、
電
子
マ

ネ
ー
と
し
て
の
利
用
や
他
エ
リ
ア
の
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
の
相
互
乗
入
れ
な
ど
、
社
会

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
事
業
で
は
、
駅
立
地
を
活
か
し

た
保
育
園
等
の
開
設
で
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
に
寄
与
し
て
い
る
。
一
日
に
約
一
六
五
〇

万
人
を
輸
送
す
る
日
本
最
大
の
鉄
道
会
社
は
、

総
合
サ
ー
ビ
ス
企
業
と
し
て
も
社
会
を
リ
ー

ド
し
続
け
て
き
た
。

　

そ
ん
な
同
社
が
昨
年
一
〇
月
、
通
算
五
回

目
と
な
る
「
グ
ル
ー
プ
経
営
構
想
Ⅴ
―
限
り

な
き
前
進
」
を
策
定
し
た
。
東
日
本
大
震
災

を
「
第
二
の
出
発
点
」
と
位
置
づ
け
、
①
究

極
の
安
全
に
向
け
て
～
災
害
に
強
い
鉄
道
づ

く
り
②
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
改
革
～
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
等
③
地
域
と
の
連
携
強
化

～
震
災
か
ら
の
復
興
、
観
光
流
動
の
創
造
と

地
域
の
活
性
化
―
―
を
「
変
わ
ら
ぬ
使
命
」

に
据
え
た
。
そ
し
て
、「
無
限
の
可
能
性
の
追

求
」
に
向
け
、④
技
術
革
新
～
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
戦
略
の
構
築
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
高
速

化
⑤
新
た
な
事
業
領
域
へ
の
挑

戦
～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
⑥
人
を
伸

ば
し
、
人
を
活
か
す
企
業
風
土

づ
く
り
―
―
と
い
う
さ
ら
な
る

成
長
戦
略
を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
業
展
開
・
経
営

戦
略
の
変
化
に
伴
う
人
材
採

用
・
育
成
の
現
状
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
、
人
事
部
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
グ
ル
ー
プ
の

齋
藤
俊
樹
課
長
と
松
澤
一
美
課

長
に
話
を
聴
い
た
。

―
―
振
り
返
る
と
民
営
化
以
降
、

初
め
て
策
定
し
た
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
21
」

（
一
九
九
〇
年
）
で
総
合
生
活

サ
ー
ビ
ス
企
業
化
を
掲
げ
て
か

ら
、
と
り
わ
け
生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
飛
躍

的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
鉄
道
事
業
の
み

だ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
生
活
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
必
要
な
人
材
は
ど
の
よ
う
に
採
用
・

育
成
し
て
い
っ
た
の
か
。

松
澤　

生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
そ
も
そ
も
、

鉄
道
に
付
随
す
る
関
連
事
業
の
位
置
づ
け
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
で
は
、
鉄
道
事
業
、

生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

事
業
が
経
営
の
三
本
柱
と
な
っ
て
い
る
が
、

当
時
は
ま
だ
草
創
期
で
あ
り
、
社
員
発
案
の

さ
ま
ざ
ま
な
新
規
事
業
に
挑
戦
し
た
り
、
構

内
営
業
も
自
前
で
喫
茶
や
立
ち
食
い
そ
ば
、

キ
オ
ス
ク
な
ど
の
店
舗
を
数
多
く
運
営
し
て

い
た
。
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
社
員
は
、

そ
う
し
た
直
営
店
に
販
売
員
と
し
て
配
置
し
、

接
客
や
店
舗
運
営
全
般
の
経
験
を
積
む
こ
と

が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
分
野

を
育
て
、
人
材
も
育
て
よ
う
と
、
百
貨
店
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ホ
テ
ル
な
ど
へ

自
社
に
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
を
目
的
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
会
社
や
他
企
業
へ
出
向
す
る

こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
総
合
職
の
採
用

は
、
民
営
化
後
し
ば
ら
く
は
、
鉄
道
事
業
と

明
確
な
区
分
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
七
年

以
降
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
分
野
の
拡
大
に

合
わ
せ
て
「
生
活
サ
ー
ビ
ス
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
制
度
」
を
導
入
し
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
軸
足
を
置
い
た
運
用
を
行
う
中
で
人
材
育

成
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
は
二
〇
〇

三
年
よ
り
、「
部
門
別
採
用
」
を
開
始
し
、
鉄

道
事
業
と
は
異
な
る
視
点
で
人
材
を
確
保
し

て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
本
体
と
グ
ル
ー
プ
会
社
の
役

割
分
担
に
基
づ
き
、
主
と
し
て
運
営
を
担
う

グ
ル
ー
プ
各
社
で
も
社
員
採
用
を
行
っ
て
お

り
、
Ｊ
Ｒ
本
体
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す

鉄道事業を主軸に幅広い

生活サービス分野に進出

東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本）

企業概要

企
業
に
お
け
る
新
た
な

　
　
事
業
展
開
と
人
材
の
確
保
・
育
成
策

本社：東京都渋谷区代々木
設立：昭和６２年（１９８７年）
資本金：２，０００億円
営業収益：連結２５，３２１億円、単体１８，１７４億円（２０１１年度）
社員数：５９，１３０人（女性比率約８％）（２０１２年４月現在）
事業内容：�旅客鉄道事業、貨物鉄道事業、旅客自動車運送事業、索道業、旅行業、

倉庫業、駐車場業、広告業、図書・雑誌の出版業、金融業、前払式
支払手段の販売業及びゴルフクラブ会員権、テニスクラブ等のスポ
ーツ施設利用権等の販売業、電気通信事業、情報処理及び情報提供
サービス業、損害保険代理業その他の保険媒介代理業、自動車整備
業及び石油、ガス等の燃料、自動車用品の販売業、旅行用品、飲食
料品、酒類、医薬品、化粧品、日用品雑貨等の小売業、旅館業及び
飲食店業、一般土木・建築の設計、工事監理及び工事業、設備工事
業、電気供給事業、動産の賃貸業及びイベントに関するチケット販
売、クリーニング、写真現像等の取次業、不動産の売買、賃貸、仲介、
鑑定及び管理業、輸送用機械器具製造業、精密機械器具及び一般産
業用機械器具製造業、看板・標識案内板等の製造・販売業、遊園地、
体育施設、文化施設、学習塾等の教育施設、映画館等の経営、清涼
飲料水、酒類の製造及び水産物の加工・販売業、骨材・石工品及び
コンクリート杭・ブロック等の製造・販売業

グループ企業：７２社

＜事例＞



特集―企業の成長戦略と人材育成

Business Labor Trend 2013.9

13

る
社
員
比
率
は
高
く
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
（
図
表
１
）。

　

社
員
の
育
成
に
つ
い
て
、
現
在
、
育
成
期

間
を
入
社
後
五
年
と
手
厚
く
設
け
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
グ
ル
ー
プ
会
社
等
へ
出

向
し
、
運
営
会
社
で
現
場
の
実
務
を
経
験
し

た
上
で
、
Ｊ
Ｒ
本
体
に
戻
り
、
支
社
で
の
生

活
サ
ー
ビ
ス
推
進
業
務
な
ど
に
配
置
し
て
い

る
。
そ
の
後
は
、
個
々
の
希
望
を
尊
重
し
つ

つ
専
門
性
を
高
め
、
Ｊ
Ｒ
本
体
と
グ
ル
ー
プ

会
社
へ
の
出
向
を
行
き
来
す
る
中
で
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
管
理
職
層

に
上
が
っ
て
か
ら
も
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
さ

ま
ざ
ま
だ
。
四
〇
歳
代
で
グ
ル
ー
プ
企
業
の

取
締
役
と
し
て
経
営
の
一
翼
を
担
う
こ
と
も

あ
る
し
、
本
体
に
戻
っ
て
部
課
長
と
し
て
事

業
領
域
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
近
年
、
改
め
て
育
成
体
系

に
組
み
込
ん
だ
の
が
、
育
成
期
間
途
中
（
三

年
目
）
に
お
け
る
駅
（
窓
口
や
改
札
、
管
理

業
務
な
ど
）
へ
の
配
属
だ
。
過
去
に
も
行
っ

て
い
た
が
、
百
貨
店
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｏ
や
ホ

テ
ル
メ
ッ
ツ
、
ｅ
ｃ
ｕ
ｔ
ｅ
の
よ
う
な
駅
ナ

カ
が
発
展
し
始
め
た
二
〇
〇
〇
年
代
、
専
門

性
を
追
求
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
駅
へ
の
配

属
は
休
止
し
て
い
た
。
だ
が
、
事
業
の
拡
大
、

伸
張
に
よ
り
、
改
め
て
駅
配
属
の
有
効
性
が

見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
駅
や
駅
周
辺

を
開
発
し
て
い
く
上
で
は
、
駅
を
き
ち
ん
と

理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た
、
当
社
の

生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
百
貨
店
な
ど
と
は
異

な
る
部
分
が
多
い
。
駅
に
集
ま
っ
て
く
る
不

特
定
多
数
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
駅
と

い
う
生
活
導
線
上
、
通
過
点
で
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ビ
ジ

ネ
ス
視
点
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
掴

む
も
の
。
駅
か
ら
続
く
導
線
を
基
本
に
、
駅

と
そ
の
周
辺
に
広
が
る
街
作
り
に
必
要
な
生

活
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
は
何
な
の
か
の
ヒ
ン
ト

を
体
得
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

―
―
鉄
道
事
業
の
人
材
が
系
統
を
超
え
横
断

的
に
異
動
す
る
場
合
も
あ
る
の
か
。

齋
藤　

事
業
を
横
断
し
た
社
内
の
人
材
交
流

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
専
門
性
を
高
め

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
が
、
総
体
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る

と
き
、
相
互
の
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

当
社
に
は
年
一
回
、
面
談
で
、
家
族
の
状

況
や
異
動
希
望
な
ど
を
吸
い
上
げ
る
仕
組
み

が
あ
る
。
異
動
は
本
人
の
希
望
だ
け
で
な
く
、

特
性
な
ど
を
充
分
踏
ま
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

駅
・
運
転
士
な
ど
の
現
業
部
門
か
ら
、
非
現

業
部
門
へ
の
異
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

新
た
に
「
公
募
制
異
動
」
も
導
入
し
た
。
駅

や
輸
送
現
場
を
重
視
し
た
系
統
別
人
材
育
成

で
は
、
現
在
業
務
と
の
関
連
性
か
ら
な
か
な

か
人
が
集
ま
り
難
か
っ
た
分
野
と
し
て
、
一

回
目
の
本
年
、
財
務
や
広
報
、
不
動
産
管
理

業
務
を
中
心
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
ふ
た
を

開
け
る
と
四
〇
〇
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
り

驚
か
さ
れ
た
。
通
常
の
人
事
異
動
に
加
え
た

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
活
用
し

て
い
き
た
い
。

　

近
年
は
鉄
道
事
業
の
中
で
キ
ャ
リ
ア
を
終

え
る
人
材
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
業
務
で
活

躍
す
る
キ
ャ
リ
ア
を
描
く
人
材
も
増
え
た
。

専
門
性
を
高
め
る
人
材
と
、
横
断
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
経
験
を
持
つ
人
材
を
、
組
織
内

に
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
す
る
こ
と
で
、
相
乗

効
果
を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
環
境
を
築
い
て

い
る
。

―
―
異
業
種
他
社
と
の
人
材
交
流
を
通
じ
た

人
材
育
成
な
ど
は
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る

か
。

齋
藤　

母
数
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
運
輸
、

百
貨
店
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
不
動

産
、
金
融
な
ど
異
業
種
他
社
と
の
交
流
も

行
っ
て
い
る
し
、
大
学
な
ど
研
究
機
関
へ
の

国
内
留
学
制
度
も
あ
る
。
ま
た
、
国
や
自
治

体
な
ど
行
政
機
関
と
の
人
事
交
流
も
あ
り
、

最
近
で
は
北
陸
新
幹
線
の
開
業
（
二
〇
一
四

年
度
末
）
に
向
け
て
、
自
治
体
か
ら
人
材
を

受
け
入
れ
て
い
る
。

松
澤　

か
つ
て
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｏ
立
ち
上
げ

の
際
に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
の
た
め
大
手
百
貨

店
に
大
量
の
人
材
受
入
れ
と
育
成
を
お
願
い

し
た
経
緯
も
あ
る
が
、
現
在
は
、
他
企
業
や

外
部
機
関
と
の
人
材
交
流
は
育
成
の
た
め
と

い
う
よ
り
、
相
互
に
新
た
な
事
業
展
開
を
模

索
で
き
な
い
か
と
い
っ
た
視
点
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。

―
―
「
グ
ル
ー
プ
経
営
構
想
Ｖ
」
で
は
さ
ら

に
「
人
を
伸
ば
し
、
人
を
活
か
す
企
業
風
土

づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
。
人
材
育

成
は
現
状
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。
近
年
の
変
化
と
と
も
に
教
え
て
欲
し
い
。

齋
藤　

当
社
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
総
合
研
修

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
研
修
施

設
で
、
年
間
を
通
じ
相
当
数
の
研
修
を
行
っ

て
い
る
（
図
表
２
）。「
社
内
研
修
」
と
し
て

は
、
会
社
の
経
営
方
針
や
目
標
に
つ
い
て
理

解
し
た
り
、職
場
を
活
性
化
す
る
た
め
の「
人

材
開
発
研
修
」
や
、
仕
事
を
す
る
上
で
必
要

な
専
門
知
識
・
技
術
を
学
ん
だ
り
、
乗
務
員

に
な
る
の
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
「
知
識
・
技
術
向
上
研
修
」
が
あ
る
。
ま

た
、
異
業
種
交
流
を
通
じ
て
多
様
な
価
値
観

を
学
ん
だ
り
、
従
来
の
思
考
の
殻
を
破
る
創

造
性
の
向
上
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

今
後
の
事
業
展
開
を
図
る
う
え
で
必
要
な
ノ

ウ
ハ
ウ
の
習
得
な
ど
を
目
的
と
す
る
「
社
外

研
修
」
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
高
度
な
専
門

知
識
と
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

「
留
学
制
度
」（
海
外
の
大
学
院
、
国
内
の
大

学
・
大
学
院
）
や
、自
己
啓
発
の
た
め
の
「（
社

内
・
外
）
通
信
教
育
」
な
ど
も
整
備
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
近
年
、
社
員
の
意
欲
を
尊

重
し
、
潜
在
的
な
能
力
を
引
き
出
す
仕
組
み

図表２　主な研修実績

図表１　系統別社員数
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と
し
て
、
特
に
充
実
さ
せ
て
き
た
の
が
「
応

募
型
研
修
」
だ
（
図
表
３
）。
当
社
で
は
従

前
か
ら
、
鉄
道
事
業
の
安
全
・
安
心
を
守
る

た
め
の
研
修
が
整
え
ら
れ
て
き
た
が
、
業
務

と
直
結
し
た
も
の
が
多
く
、
社
員
に
と
っ
て

研
修
は
と
も
す
る
と
「
与
え
ら
れ
る
も
の
」

と
し
て
硬
直
的
に
捉
え
ら
れ
る
側
面
が
強

か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
多
様
な
事
業
を

展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
で
物
事
を
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、

結
果
と
し
て
鉄
道
の
安
全
・
安
心
も
守
れ
な

い
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
専
門
分
野

に
か
か
わ
ら
ず
自
ら
手
を
挙
げ
て
参
加
し
て

も
ら
う
研
修
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
て
い
っ
た

経
緯
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
実
践
管
理
者
育
成
研
修
」
は
将

来
、
管
理
者
を
志
す
人
で
一
定
の
資
格
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
参
加
で
き
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
が
一
堂
に
会
し
、
物
事
の
考
え
方

や
異
業
種
他
社
の
取
り
組
み
、
グ
ル
ー
プ
討

議
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
演
習
な
ど
、
福
島
県

白
河
市
の
研
修
セ
ン
タ
ー
に
二
カ
月
間
泊
ま

り
込
ん
で
受
講
し
て
も
ら
う
。

松
澤　

応
募
型
研
修
に
は
、
長
期
間
に
わ
た

る
も
の
だ
け
で
な
く
、
短
期
間
で
受
講
で
き

る
も
の
も
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

修
や
図
解
で
考
え
る
研
修
、
プ
レ
ゼ
ン
力
向

上
研
修
な
ど
。
受
講
希
望
が
概
ね
叶
う
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
程
で
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
本
社
で
提

供
し
て
い
る
メ

ニ
ュ
ー
総
数
は
百
あ

ま
り
を
数
え
る
。
他

に
も
例
え
ば
、
幹
部

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
直

接
聴
け
る
研
修
な
ど
、

支
社
が
独
自
に
提
供

し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。

　

研
修
は
、
社
員
の

意
欲
・
能
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
が
、
日
常
の

仕
事
を
離
れ
、
違
っ

た
視
点
で
発
想
し
て

も
ら
う
こ
と
も
重
要

な
狙
い
で
、
結
局
は

鉄
道
運
営
の
安
全
・

安
心
に
集
約
さ
れ
る

も
の
だ
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
狙
い
は

他
に
も
あ
る
。
鉄
道

事
業
の
安
全
・
安
心

は
、
専
門
性
の
追
求

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
系
統
が
、

そ
の
役
割
を
果
た
し

結
束
す
る
こ
と
で
鉄
道
業
は
成
り
立
っ
て
い

る
。
鉄
道
そ
の
も
の
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
。

と
も
す
れ
ば
、
縦
系
統
が
強
く
な
り
す
ぎ
る

と
横
の
つ
な
が
り
の
欠
如
に
な
り
か
ね
な
い
。

応
募
型
研
修
は
、
異
な
る
職
種
の
人
材
が
交

流
で
き
る
場
を
、
意
図
的
に
作
り
出
す
仕
組

み
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

―
―
「
グ
ル
ー
プ
経
営
構
想
Ｖ
」
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
挑
戦
も
掲
げ
ら
れ
た
。
必

要
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
育
成
方
針
は
。

齋
藤　

国
内
外
の
企
業
と
連
携
し
た
「
海
外

鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
画
な
ど
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
に
向
け
た
対
応
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、海
外
留
学
や
、鉄
道
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
の
中
核
人
材
を
育
成
す
る
О
Ｊ
Ｔ

ト
レ
ー
ニ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
公
的
機
関
や
他

企
業
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー

と
し
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
計
画
的
な
育

成
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
海
外
留
学

制
度
は
従
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
今
ま
で
以
上

に
多
く
の
社
員
が
経
験
で
き
る
よ
う
応
募
条

件
の
緩
和
や
選
択
肢
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

と
は
い
え
、
グ
ル
ー
プ
経
営
構
想
に
よ
う
や

く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
挑
戦
を
明
記
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
。
従
前
か
ら
あ
っ

た
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
加
え
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
、
新
た
に
事

務
所
を
開
設
し
た
と
こ
ろ
だ
。
当
面
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
備
え
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

中
心
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

―
―
外
国
人
留
学
生
の
採
用
や
運
用
は
。

　

採
用
実
績
は
あ
る
が
、
現
状
は
未
だ
少
数

で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
た
強
力
な

戦
力
に
な
り
得
る
た
め
、
今
後
は
外
国
人
留

学
生
な
ど
の
採
用
も
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
現
在
、
海
外
か
ら
日
本
の
大

図表３　人材育成プログラム（応募型研修）の体系と概要

主務職

主任職

指導職

係職

主務職試験合格者研修（登用前）

指導職試験合格者研修

主任職試験合格者研修

社内通信研修ｽｸｰﾘﾝｸﾞ【応募型】 若手社員社外ｾﾐﾅｰ【応募型】

実践管理者育成研修【応募選抜型】

主務職試験合格者研修（登用後）

主務職ゼミナール【応募選抜型】

現場長育成研修【応募選抜型】

助役セミナー【応募型】

マネジメントセミナー【応募型】

人材育成プログラム（応募型研修）研修体系

研修名 主な対象者 研修概要

若手社員社外セミ
ナー 満30歳以下の社員

社会人としての視野の拡大を目的として、会社が指定した社外の教育機関や大学が
開催するオープンセミナーや異業種交流等を勤務時間外で受講できる制度。費用は
会社が負担する自己啓発支援制度の一つ。全90コース。

若手社員社外セミ
ナー修了者のため
のセミナー

若手社員社外セミ
ナーを修了した社員

若手社員社外セミナーを修了した社員に対して、継続してモチベーションの向上と
視野の拡大を行えるようにセミナーを実施。「図解思考（基礎編、応用編）」「文
章術」「ロハスビジネス」から1講座を選択し、最大4講座を4年間で受講すること
ができるセミナー。

実践管理者育成研修 満40歳未満の主任
職の社員

次代を担う管理者を目指す社員が、約2か月半の間、福島県白河市にある研修セン
ターに合宿し、マネジメントの基本、コミュニケーションやプレゼンテーション、
課題研究などに取組み、管理者に求められる資質や系統を超えたチームワークを修
得する

主務職ゼミナール 主務職の社員
管理者を補佐し、人材育成をはじめとする職場の重要な課題の解決に向けて様々な
役割を担う「職場のフォアマン」の育成を目指す。チームワークづくりに必要なコ
ミュニケーション、リーダーシップ等について学ぶ。

助役セミナー 助役職の社員 現場管理者がマネジメントやリーダーシップ、コミュニケーション等に関するテー
マの部外有識者の講義等を受講することができるセミナー。

現場長育成研修 助役職等の社員 現場長を目指す助役に対し、現状を変える強い志と率先垂範の実行力を身につける
ための研修。自己革新とチャレンジをし続ける管理者の育成を目指す。
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学
・
大
学
院
に
留
学
さ
れ
て
い
る
方
や
、
海

外
の
大
学
・
大
学
院
で
学
ぶ
卒
業
時
期
が
九

月
な
ど
三
月
以
外
の
方
を
対
象
に
、
秋
入
社

も
可
能
に
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

―
―
御
社
は
女
性
の
活
躍
促
進
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
女
性
の
活
用
は
、

多
様
な
事
業
展
開
や
職
場
の
活
性
化
に
ど
う

寄
与
し
て
い
る
か
。

松
澤　

女
性
の
活
用
は
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
強
力
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、

女
性
社
員
は
約
五
一
〇
〇
人
と
大
台
に
乗
り
、

社
員
に
占
め
る
割
合
で
も
八
・
六
％
ま
で
増

え
た
。
ま
だ
ま
だ
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
六

人
の
駅
長
が
誕
生
し
、
山
手
線
の
車
掌
の
四

割
は
女
性
が
担
う（
※
）。
一
九
九
九
年
の
労

働
基
準
法
改
正
に
よ
る
「
女
性
保
護
規
定
の

撤
廃
」
で
採
用
を
拡
大
し
た
社
員
が
中
堅
に

到
達
し
、
助
役
な
ど
と
し
て
管
理
職
の
一
翼

を
担
う
、
頼
も
し
い
存
在
に
成
長
し
て
い
る
。

　

男
性
職
場
に
女
性
の
視
点
や
新
た
な
気
づ

き
が
取
り
込
ま
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
っ
た
事
例
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
ブ

レ
ー
キ
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
製
造
現
場
に
女
性
技

術
者
が
投
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
も
っ
と
軽
い

素
材
で
代
替
で
き
な
い
か
と
い
う
新
た
な
視

座
を
得
た
。
重
い
物
を
い
か
に
安
全
に
運
ぶ

か
と
い
う
Ｑ
Ｃ
は
や
り
尽
く
し
て
い
た
が
、

素
材
自
体
を
変
え
る
と
い
う
新
し
い
着
想
、

発
想
転
換
は
女
性
の
特
性
を
活
か
し
て
い
る
。

そ
う
し
て
、
女
性
技
術
者
の
着
眼
点
に
職
場

が
呼
応
し
、
チ
ー
ム
で
変
革
を
成
し
遂
げ
た

点
が
重
要
だ
。ｅ
ｃ
ｕ
ｔ
ｅ
に
し
て
も
、チ
ー

ム
が
一
丸
と
な
っ
て
押
し
上
げ
た
か
ら
こ
そ

真
の
意
味
で
女
性
が
、
男
性
が
、
で
は
な
い

「
お
客
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
エ
キ
ナ
カ
」
が
実

現
し
た
も
の
だ
。

―
―
人
材
の
採
用
・
育
成
上
、
今
後
の
課
題

を
ど
う
み
る
か
。

齋
藤　

こ
の
一
〇
年
ほ
ど
で
国
鉄
時
代
に
採

用
さ
れ
た
多
く
の
社
員
が
定
年
退
職
期
を
迎

え
、
社
員
数
が
減
少
す
る
見
通
し
だ
。
少
子

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
必
要
な
人
員
を
し
っ

か
り
と
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
当
社
は
国
鉄
末
期
か
ら
Ｊ
Ｒ
発
足

当
初
ま
で
の
八
年
間
、
新
規
採
用
を
行
わ
な

か
っ
た
た
め
四
〇
代
に
大
き
な
年
齢
の
断
層

が
あ
り
、
今
後
一
〇
年
間
で
の
技
術
継
承
が

重
要
と
な
る（
図
表
４
）。
そ
こ
で
昨
年
四
月
、

新
た
な
人
事
・
賃
金
制
度
を
導
入
し
、
五
五

歳
か
ら
の
賃
金
減
額
を
段
階
的
に
フ
ラ
ッ
ト

に
し
た
。
ま
た
、
ミ
ド
ル
層
に
は
、
役
割
や

責
任
に
見
合
っ
た
手
当
の
支
給
や
、
従
来
の

制
度
よ
り
柔
軟
性
を
持
っ
た
昇
進
制
度
と
し

た
。

　

さ
ら
に
六
〇
歳
定
年
後
も
出
向
せ
ず
、
本

体
に
お
い
て
、
現
職
の
若
手
社
員
に
対
し
確

実
な
技
術
継
承
を
図
る
目
的
で
、特
に
技
術
・

技
能
に
秀
で
た
社
員
を
対
象
に
、「
マ
イ
ス

タ
ー
」
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る
制
度
を

新
設
し
た
。
当
社
は
今
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

た
高
齢
法
の
改
正
に
よ
ら
ず
、
二
〇
〇
八
年

度
か
ら
希
望
者
全
員
を
六
五
歳
ま
で
再
雇
用

す
る
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
本
体
の

比
較
的
軽
微
な
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
で
グ

ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
構
築
を

進
め
て
き
た
。
今
後
も
ベ
テ
ラ
ン
層
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
一
体
と

な
っ
て
安
全
・
安
定
輸
送
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
新
た
な
領
域
で
活
躍

す
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
に

な
る
。
今
後
も
少
子
高
齢
化
が
継
続
す
る
中

で
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
を
図
り
な
が

ら
、
将
来
を
見
据
え
、
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

※
同
社
に
お
け
る
女
性
活
用
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
ト
レ
ン
ド
二
〇
一
一
年
一
二
月
号

一
八
～
二
一
頁
を
参
照
。

（
聴
き
手
・
ま
と
め
＝
調
査
・
解
析
部
主
任

調
査
員
補
佐
／
渡
辺
木
綿
子
、
調
査
・
解
析

部
長
／
荻
野
登
）

図表４　社員の年齢構成（単体）
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国
内
有
数
の
石
炭
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、

官
営
八
幡
製
鐵
所
の
操
業
を
機
に
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
づ
く
り
産
業
が
集
積
し
て
き
た
北
九

州
。
石
炭
搬
送
に
使
用
す
る
モ
ー
タ
製
造
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
株
式
会
社
安
川
電
機
は
、

一
九
一
五
年
の
設
立
以
来
、
同
地
に
グ
ル
ー

プ
経
営
と
技
術
開
発
の
本
拠
地
を
構
え
る

（
概
要
参
照
）。「
事
業
の
遂
行
を
通
じ
て
広

く
社
会
の
発
展
、人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
」

と
の
経
営
理
念
に
基
づ
き
、「
モ
ー
タ
の
安

川
」
か
ら
「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
安
川
」

を
経
て
、「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
安
川
」
へ
と

絶
え
ず
進
化
を
続
け
て
き
た
。現
在
は「
モ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」「
ロ
ボ
ッ
ト
」「
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
を
基
幹
事
業
と

し
、「
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
」「
イ
ン
バ
ー
タ
」

「
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
三
つ
の
製
品
群
で

世
界
シ
ェ
ア
№
１
を
誇
る
。

　

現
在
は
世
界
二
八
カ
国
で
事
業
を
展
開
。

生
産
拠
点
を
九
カ
国
に
置
き
、
売
上
高
の
半

分
以
上
（
二
〇
一
二
年
度
実
績
で
五
四
％
）

を
海
外
で
稼
ぎ
出
す
。
そ
ん
な
同
社
が
本
年

四
月
、
新
中
期
経
営
計
画
「R

ealize100

」

を
発
表
し
た
。
創
立
一
〇
〇
周
年
に
当
た
る

二
〇
一
五
年
度
に
向
け
て
、「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
シ
ス
ト
」
と
「
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
の
二
つ
の
事
業
領
域
で
、
新
た
な

市
場
に
踏
み
出
す
と
い
う
。
今
な
ぜ
、
新
規

事
業
展
開
な
の
か
、
そ
う
し
た
事
業
戦
略
を

支
え
る
人
材
の
採
用
・
育
成
に
は
ど
の
よ
う

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
人
事
総
務
部

の
池
内
直
樹
・
労
政
・
安
全
グ
ル
ー
プ
長
に

話
を
聴
い
た
。

今
な
ぜ
、
新
規
事
業
が
必
要
な
の
か

　

新
中
期
経
営
計
画
「R

ealize100

」
で
は
、

「
事
業
遂
行
力
・
高
収
益
体
質
」「
グ
ロ
ー
カ

ル
経
営
」
の
実
現
と
「
新
規
事
業
の
創
出
・

コ
ア
事
業
化
」
を
基
本
方
針
に
据
え
、
二
〇

一
五
年
度
に
達
成
を
目
指
す
数
値
目
標
と
し

て
「
営
業
利
益
率
一
〇
％
以
上
」「
海
外
売
上

高
比
率
六
五
％
」「
新
規
事
業
売
上
高
四
〇
〇

億
円
」
を
掲
げ
た
。

　
「
グ
ロ
ー
カ
ル
経
営
」
と
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
発
想
の
経
営
に
加
え
、
世
界
中
ど
こ
で

も
地
域
に
根
ざ
し
た
ベ
ス
ト
な
対
応
が
で
き

る
体
制
の
構
築
を
め
ざ
す
も
の
。
と
く
に
大

き
な
需
要
を
見
込
む
中
国
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
工

場
を
新
設
し
、
供
給
能
力
を
増
強
し
た
と
こ

ろ
で
、
効
率
化
と
リ
ス
ク
分
散
の
た
め
今
後
、

集
中
生
産
を「
グ
ロ
ー
バ
ル
二
極
点
生
産（
日

本
＋
一
極
）」
へ
移
行
し
て
い
く
。
こ
う
し

た
動
き
に
伴
い
、
国
内
工
場
の
位
置
づ
け
は

「
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
、
生
産
技
術
の
研
鑽

と
製
造
技
能
の
伝
承
を
担
う
」（
池
内
氏
）
も

の
へ
と
変
化
す
る
。

　

一
方
、
国
内
で
同
社
の
製

品
は
、
例
え
ば
「
イ
ン
バ
ー

タ
（
モ
ー
タ
回
転
数
の
制
御

装
置
）」
な
ら
産
業
機
械
か

ら
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗

濯
機
、
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
身

近
な
も
の
ま
で
広
く
応
用
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
は
自
動
車
や
電
機

な
ど
の
生
産
工
場
で
、
溶
接

や
塗
装
、
液
晶
や
半
導
体
の

搬
送
な
ど
に
幅
広
く
活
用
さ

れ
て
い
る
。
買
い
換
え
を
含

む
需
要
は
底
堅
い
が
、
国
内

で
は
例
え
ば
ロ
ボ
ッ
ト
が
ロ

ボ
ッ
ト
を
生
産
す
る
よ
う
な

徹
底
し
た
自
動
化
の
追
求
な

ど
、
海
外
工
場
に
先
駆
け
た

生
産
革
新
の
要
請
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、「
生
産
量
を
確
保

す
る
に
は
新
規
事
業
を
し
っ
か
り
と
立
ち
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
社
の
世

界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
製
品
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
ま

で
三
〇
年
以
上
を
要
し
て
い
る
。
将
来
の
ビ

ジ
ネ
ス
化
に
向
け
た
、
新
た
な
市
場
開
拓
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
」（
同
）。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
組
織
体
制

　

新
規
事
業
と
し
て
、
同
社
が
有
望
視
す
る

の
が
「
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
」
や
「
リ
ハ
ビ
リ
機
器
、
介
護
支
援
機

器
」
な
ど
「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア

シ
ス
ト
」
分
野
と
、「
太
陽
光
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
」「
自
動
車
等
の
電
気
駆
動
シ
ス

テ
ム
」「
大
型
風
力
発
電
用
の
電
機
品
」
な
ど

「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
分
野
だ
。

　

前
者
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
培
っ
た
技

ロボティクスヒューマンアシスト
事業と環境・エネルギー事業に
踏み出す

株式会社安川電機

企業概要

産業用ロボットの製造プロセス（（株）安川電機提供）

本社：福岡県北九州市八幡西区黒崎城石
設立：大正４年（１９１５年）
資本金：２３０億円
連結売上高：３，１０３億円
社員数：１０，３８３人 [ 年間平均臨時雇用人員３，２８４人 ]
　　　　（２０１３年３月現在）
事業内容：�モーションコントロール（一般産業機械から工作機械まで、

ドライブ・モーション・コントロールの豊富な製品群とア
プリケーションノウハウを提供）、ロボット（産業用ロボッ
ト ｢モートマン ｣等超メカトロ機器の提供）、システムエン
ジニアリング（様々なプラントにおけるシステム構築の提案
等）、情報（ソフトウェアやコンピュータ周辺機器の開発等）
ほか

グループ企業：子会社８１社及び関連会社２４社
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術
を
、
よ
り
ひ
と
に
近
い
分
野
で
働
く
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に
応
用
す
る
も
の
。
た
と

え
ば
、
人
間
と
同
様
の
動
作
が
で
き
る
双
腕

ロ
ボ
ッ
ト
。
新
薬
開
発
や
細
胞
培
養
等
の
場

面
で
、
ひ
と
に
代
替
し
て
長
時
間
・
危
険
作

業
を
行
う
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
滑
ら
か
に
制
御
で
き
る
モ
ー
シ
ョ
ン
技

術
は
、
脳
疾
患
等
の
リ
ハ
ビ
リ
機
器
や
、
高

齢
者
介
護
の
ア
シ
ス
ト
機
器
な
ど
に
応
用
で

き
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
化
に
向
け
て
一
昨
年
、
技

術
開
発
本
部
の
指
揮
下
に
専
門
組
織
「
ス

マ
ー
ト
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
」
が
設
置
さ

れ
た
。
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
シ
ス

ト
領
域
の
新
市
場
を
創
造
す
る
た
め
、
海
外

も
視
野
に
入
れ
た
技
術
探
索
・
製
品
企
画
・

研
究
・
開
発
・
市
場
開
拓
な
ど
、
事
業
化
に

向
け
た
検
討
作
業
全
般
を
担
う
。

　

さ
ら
に
一
昨
年
か
ら
、
事
業
部
の
壁
を
越

え
全
社
を
挙
げ
新
規
事
業
の
シ
ー
ズ
を
探
索

す
る
た
め
、
社
員
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ア
を
公

募
す
る
「
種
ま
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
導
入

さ
れ
た
。
社
内
イ
ン
ト
ラ
に
寄
せ
ら
れ
た
ア

イ
デ
ア
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
が
吸
い
上

げ
、
可
能
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
具
体
的
な
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
形
成
さ
れ
る
。

　
「
ひ
と
つ
例
を
あ
げ
れ
ば
、
当
社
の
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
や
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
処

理
な
ど
の
技
術
を
踏
ま
え
、
新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア

に
対
し
て
先
頃
、
社
内
公
募
で
人
材
が
集
め

ら
れ
た
。
思
っ
た
以
上
に
多
い
一
五
人
の
応

募
が
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
シ

ス
テ
ム
技
術
担
当
者
の
二
人
が
選
ば
れ
た
」

　

イ
ン
ト
ラ
に
は
、
ア
イ
デ
ア
の
発
信
（
種

ま
き
）
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
成
（
発
芽
）、

そ
し
て
最
終
段
階
と
な
る
事
業
化
（
開
花
）

へ
と
、
五
つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
検
討
の
進
捗
状

況
が
示
さ
れ
る
。
新
た
な
こ
と
に
取
り
組
む

気
概
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
醸
成
し
、
意
識

的
に
新
規
事
業
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
す

る
仕
掛
け
と
し
て
機
能
し
始
め
て
い
る
。

計
画
的
な
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視

　

事
業
展
開
の
変
化
に
伴
い
、人
材
の
採
用
・

育
成
面
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
。
池
内
氏
は
「
計
画
的
な
人
事

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
人
材
の
活
性
化
が

不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

同
社
の
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
制
度
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。

制
度
は
毎
年
、
社
員
各
々
が
「
将
来
目
指
す

図　研修全体図
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べ
き
人
材
タ
イ
プ
」や「
経
験
し
た
い
職
種
」

と
、
自
身
の
「
現
在
の
姿
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

つ
い
て
面
談
を
通
じ
て
話
し
合
い
、
個
別
の

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
も
の
。「
現

在
の
姿
」
は
、
半
期
単
位
で
行
わ
れ
る
成
果

評
価
の
ほ
か
、
年
単
位
で
把
握
す
る
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
の
発
揮
度
、
知
識
・
ス
キ
ル
、
資

格
等
の
保
有
状
況
、
こ
れ
ま
で
に
携
わ
っ
た

製
品
・
技
術
の
履
歴
な
ど
客
観
的
に
明
ら
か

に
す
る
。
そ
の
上
で
、
将
来
像
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
の
に
必
要
な
О
Ｊ
Ｌ
（
オ
ン
・

ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
＝
実
際
の
仕
事

を
通
じ
た
学
び
の
機
会
）
や
人
事
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
、
教
育
・
研
修
や
自
己
啓
発
等
を
洗

い
出
す
仕
組
み
だ
。

　
「
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、

運
用
す
る
ほ
ど
に
形
骸
化
し
て
い
っ
た
側
面

も
過
去
に
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
事
業
展
開
の

変
化
に
伴
い
、
計
画
的
な
人
事
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
人
材
活
性
化
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
始
め
た
。
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
バ
ブ
ル
期
採
用

の
人
材
活
性
化
と
い
っ
た
課
題
も
あ

り
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
制
度
を
基
に

し
た
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
巻
き

直
し
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
最
中
に

あ
る
」

重
要
性
増
す
選
抜
研
修

　

事
業
展
開
の
変
化
に
伴
い
、教
育
・

研
修
制
度
も
拡
充
の
必
要
に
迫
ら
れ

て
き
た
。

「
企
業
の
進
化
と
成
長
を
実
現
す
る

の
は
人
材
で
あ
り
、良
い
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
生
み
出
す
基
礎
と
な
る
人
材

育
成
は
、
企
業
の
発
展
に
欠
か
せ
な

い
重
要
課
題
の
一
つ
」
と
考
え
る
同

社
は
従
来
か
ら
、
充
実
し
た
教
育
・

研
修
制
度
を
持
つ
（
図
参
照
）。
円
滑
な
新

人
育
成
を
担
う
ブ
ラ
ザ
ー
・
シ
ス
タ
ー
研
修

や
入
社
三
年
目
ま
で
毎
年
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
を
は
じ
め
、
年
齢
や
職
位
に
応
じ
た

階
層
別
研
修
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
三
〇
歳
代
か
ら
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
も
必
須
研
修
と
し
て
い

る
。
セ
ミ
ナ
ー
は
大
き
く
三
つ
の
コ
ー
ス
で

構
成
。
三
〇
歳
時
点
で
の
キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸

し
を
行
う
「
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
」、
四
六
・

四
七
歳
時
点
（
四
五
歳
へ
段
階
的
に
移
行
）

で
自
ら
の
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
や
会
社

へ
の
貢
献
な
ど
を
思
い
描
く
「
ア
ク
テ
ィ
ブ

コ
ー
ス
」、
さ
ら
に
は
五
八
歳
時
点
で
退
職

後
の
こ
と
を
考
え
る
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
」
だ
。

　

一
方
、
個
々
の
自
律
性
を
尊
重
し
た
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
研
修
と
し
て
、
技
術
教
育
、
営

業
教
育
、
品
質
教
育
、
語
学
研
修
な
ど
も
用

意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
費
用
の
一
部
補
助

や
報
奨
金
を
伴
う
自
己
啓
発
の
た
め
の
通
信

教
育
な
ど
も
準
備
さ
れ
て
い
る
。
同
社
の
人

材
育
成
に
か
け
る
熱
意
は
、
管
理
職
に
対
し

て
「
目
標
管
理
の
一
〇
％
は
必
ず
、
人
材
育

成
項
目
に
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と

を
求
め
る
徹
底
ぶ
り
。
そ
れ
は
新
規
入
社
者

の
三
年
以
内
の
離
職
率
が
一
・
四
％
と
い
う
、

高
い
定
着
率
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
こ
こ
数
年
、
集
中
的
に
拡

充
し
て
き
た
の
が
、
中
長
期
的
な
人
事
を
意

識
し
た
「
選
抜
研
修
」
だ
。
た
と
え
ば
「
グ

ロ
ー
バ
ル
耐
性
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
題
材
に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
通

じ
た
駐
在
員
の
役
割
や
必
要
な
資
質
等
の
理

解
、
海
外
赴
任
経
験
者
の
講
話
に
よ
る
経
験

知
共
有
を
行
う
。
同
社
で
は
常
時
二
〇
〇
人

ほ
ど
の
社
員
が
三
～
五
年
の
任
期
で
海
外
に

駐
在
し
て
い
る
が
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
象
者
は

各
事
業
部
の
人
選
に
委
ね
て
お
り
、
い
ず
れ

海
外
赴
任
が
想
定
さ
れ
る
候
補
の
母
集
団
を

形
成
す
る
意
味
合
い
を
持
つ
」（
池
内
氏
）。

　

同
様
に
、
係
長
層
を
対
象
と
し
た
「
次
世

代
リ
ー
ダ
候
補
育
成
コ
ー
ス
」
や
、
部
課
長

層
対
象
の
「
次
期
経
営
リ
ー
ダ
候
補
育
成

コ
ー
ス
」
も
人
事
一
体
型
の
選
抜
研
修
だ
。

例
え
ば
後
者
は
、
国
内
外
の
主
要
管
理
会
社

の
経
営
人
材
を
育
成
す
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な

部
署
か
ら
人
選
を
募
り
、
経
営
幹
部
Ｏ
Ｂ
や

外
部
機
関
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
一
〇
カ
月

間
に
わ
た
り
実
施
す
る
も
の
。
経
営
情
報
の

イ
ン
プ
ッ
ト
に
始
ま
り
、
経
営
戦
略
の
企
画

立
案
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
診
断
、
財
務
・
会

計
、
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
ま
で
ほ
ぼ
毎
月
、

何
ら
か
の
研
修
が
行
わ
れ
る
。
併
行
し
て
、

個
人
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
研
究
成
果
を
経
営

幹
部
に
プ
レ
ゼ
ン
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、「
受
講
後
は
配
置
異
動
に
よ
る

実
践
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
」。

新
卒
の
採
用
・
育
成
に
も
変
化

　

事
業
展
開
の
変
化
は
、
新
規
採
用
・
育
成

の
あ
り
方
に
も
影
響
し
始
め
て
い
る
。
同
社

は
総
合
職
と
し
て
事
務
系
と
技
術
系
の
分
類

で
採
用
を
行
っ
て
い
る
が
、「
新
中
期
経
営
計

画
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
採
用
強
化
を
打

ち
出
し
て
お
り
、
新
規
採
用
者
に
占
め
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
比
率
を
、
二
〇
一
五
年
に
事

務
系
で
一
〇
〇
％
、
技
術
系
で
五
〇
％
ま
で

引
き
上
げ
る
見
通
し
」
と
い
う
。
ま
た
、
同

社
で
は
入
社
直
後
の
約
三
カ
月
間
は
事
務

系
・
技
術
系
を
問
わ
ず
工
場
実
習
を
行
う
が
、

国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
全
員
、
中
国
現
地
法
人

で
の
工
場
実
習
も
必
須
に
し
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
が
も
は
や
不
可
逆
な
流

れ
と
な
り
、
国
内
で
は
新
規
の
事
業
展
開
も

求
め
ら
れ
る
中
で
、
人
材
の
採
用
・
配
置
、

育
成
の
あ
り
方
が
今
、
着
実
に
変
わ
り
始
め

て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部　

主
任
調
査
員
補
佐
／
渡

辺
木
綿
子
、
主
任
調
査
員
／
新
井
栄
三
）

小倉祇園太鼓を再現する同社開発のロボット
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良
質
の
地
下
水
（
宮
水
）
と
六
甲
お
ろ
し

の
厳
し
い
寒
気
に
よ
り
、
日
本
随
一
の
酒
ど

こ
ろ
と
し
て
栄
え
て
き
た
兵
庫
・
灘
五
郷
。

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
年
）
に
創
業
し
た
白

鶴
酒
造
株
式
会
社
（
概
要
参
照
）
は
、
代
表

銘
酒
「
白
鶴
」
を
二
六
〇
年
以
上
、
製
造
し

続
け
て
き
た
。
戦
災
で
酒
造
蔵
の
九
割
を
消

失
し
な
が
ら
も
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二

年
）
に
国
内
初
と
な
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
酒
造
蔵
を
竣
工
。
設
備
の
増
強
を
重
ね

て
現
在
、
三
つ
の
醸
造
所
と
精
米
、
原
酒
、

ボ
ト
リ
ン
グ
な
ど
の
生
産
拠
点
を
灘
に
置
く
。

近
年
は
海
外
事
業
や
化
粧
品
事
業
な
ど
に
も

進
出
し
な
が
ら
、
清
酒
の
国
内
販
売
シ
ェ
ア

ト
ッ
プ
を
維
持
し
て
き
た
。
同
社
に
お
け
る

事
業
展
開
の
推
移
と
人
材
の
確
保
・
育
成
方

法
に
つ
い
て
、
総
務
人
事
部
の
大
利
清
隆
次

長
と
小
寺
隆
次
長
に
話
を
聴
い
た
。

国
内
需
要
に
危
機
感
、
海
外
事
業
を
展
開

　

か
つ
て
膨
大
な
労
働
力
を
要
し
た
酒
造

り
の
工
程
。
現
在
で
は
産
業
機
械
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
制
御
、
分
析
化
学
な
ど
の
技
術
革

新
に
支
え
ら
れ
、
大
幅
な
省
力
化
が
図
ら
れ

た
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
、
肝
心
の
発
酵
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
江
戸
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
。

麹
菌
と
酵
母
に
よ
る
生
命
作
用
は
、
湿
度
や

温
度
に
左
右
さ
れ
や
す
く
非
常
に
デ
リ
ケ
ー

ト
。
同
社
で
は
、
社
員
の
半
数
弱
を
技
術
職

が
占
め
、
丹
波
杜
氏
の
技
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継

承
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
時
を
経
て
食
文
化
は
変
容
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
も
多
様
化
し
た
。
同
社
は

相
対
的
な
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
と

は
い
え
、
清
酒
自
体
の
国
内
消
費
量
は
右
肩

下
が
り
だ
。
ピ
ー
ク
時
（
一
九
七
〇
年
代
）

に
一
五
〇
万
㎘
以
上
あ
っ
た
消
費
量
は
、
直

近
で
は
四
割
程
度
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

灘
五
郷
、
京
都
・
伏
見
、
伊
丹
な
ど
酒
ど
こ

ろ
の
メ
ー
カ
ー
が
、共
同
で
商
品
（
生
一
本
）

を
開
発
し
た
り
、
需
要
喚
起
に
乗
り
出
す
な

ど
、
先
行
き
に
対
す
る
危
機
感
は
強
い
。

　

今
後
の
方
向
性
を
模
索
す
る
各
社
が
、
こ

ぞ
っ
て
進
出
し
た
の
が
海
外
だ
っ
た
。
七
〇

年
代
後
半
か
ら
、
営
業
企
画
部
の
一
角
で
ワ

イ
ン
の
輸
入
を
手
掛
け
て
き
た
同
社
も
、

二
〇
〇
三
年
に
海
外
営
業
部
を
新
設
。
二
年

後
に
は
、
米
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
、
現
地
法

人

H
A
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U

T
S

U
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U
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A
K

E
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F
 

A
M

E
R

IC
A

,IN
C

.

を
設
立
し
た
。
現
在
、

北
米
を
は
じ
め
、
タ
イ
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

韓
国
、
台
湾
な
ど
四
〇
カ
国
以
上
に
販
売
網

を
拡
大
し
て
い
る
。
海
外
で
清
酒
は
未
だ
富

裕
層
向
け
の
高
級
飲
料
の
た
め
、
海
外
売
上

高
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
三
～
五
％
程
度

に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
震
災
の
年
を
除
け
ば

二
ケ
タ
に
近
い
伸
び
率
を
毎
年
記
録
し
て
お

り
、
見
通
し
は
明
る
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
外
国
産
米
を
使
い
、
現

地
生
産
に
踏
み
切
っ
た
競
合
他
社
も
あ
る
が
、

同
社
は
あ
え
て
国
内
生
産
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
。
食
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
る
な
か
、「
日
本
で
作
っ
た
、
日
本
人
が

本
来
飲
ん
で
き
た
清
酒
」
を
む
し
ろ
付
加
価

値
と
し
て
重
視
す
る
た
め
だ
。
だ
か
ら
、
同

社
の
海
外
事
業
は
現
地
駐
在
員
だ
け
で
な
く
、

国
内
で
営
業
事
務
を
後
方
支
援
す
る
要
員
な

ど
の
雇
用
増
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。

化
粧
品
開
発
、
農
業
に
も
進
出

　

清
酒
需
要
の
落
ち
込
み
を
受
け
、
国
内
で

は
清
酒
ベ
ー
ス
の
発
泡
酒
や
フ
ル
ー
ツ
酒
な

ど
、
若
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品

開
発
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
技
術
研
究
を
応
用
し
、

清
酒
エ
キ
ス
と
米
糠
を
原
料
と
す
る
化
粧
品

を
開
発
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
通
信
販
売
を
開

始
す
る
と
と
も
に
、
〇
六
年
に
は
化
粧
品
事

業
部
を
新
設
し
、
入
浴
剤
や
石
鹸
な
ど
を
含

め
た
拡
販
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

異
業
種
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
商
品
開
発
も
行
っ
て
き
た
。
食
品
メ
ー

カ
ー
と
共
同
で
、
清
酒
を
使
っ
た
洋
菓
子
や

酒
粕
を
使
っ
た
カ
レ
ー
な
ど
を
開
発
・
販
売
。

ま
た
、
二
〇
一
一
年
に
は
樹
脂
メ
ー
カ
ー
と

連
携
し
、
酸
素
を
遮
断
し
風
味
を
損
な
わ
な

い
機
能
性
と
廃
棄
が
容
易
で
軽
量
な
利
便
性

を
併
せ
持
つ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
清
酒
を
、

業
界
で
初
め
て
市
場
に
送
り
出
し
た
。

　

さ
ら
に
先
頃
、
新
た
な
参
入
を
発
表
し
た

事
業
が
農
業
だ
。
酒
造
好
適
米
と
し
て
知
ら

れ
る
「
山
田
錦
」
の
父
母
品
種
を
掛
け
合
わ

せ
、
同
社
が
開
発
に
成
功
し
た
「
白
鶴
錦
」。

二
〇
〇
七
年
の
品
種
登
録
以
降
、
委
託
農
家

で
契
約
栽
培
を
行
っ
て
き
た
も
の
の
、
農
家

も
高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
問
題
に
直
面
し

て
い
る
。
ま
た
、
独
自
米
の
看
板
商
品
だ
け

に
、
同
社
と
し
て
今
後
、
安
定
的
に
育
成
し

て
い
く
た
め
の
栽
培
条
件
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
も
不
可
欠
だ
。
そ
こ
で
、
現
有
人
材
三
人

を
送
り
込
み
、
白
鶴
錦
の
自
社
生
産
に
踏
み

出
し
た
。

職
種
に
拘
ら
な
い
配
置
転
換
で
人
材
調
達

　

こ
う
し
た
事
業
展
開
の
変
化
に
伴
い
、
必

要
な
人
材
は
ど
の
よ
う
に
確
保
・
育
成
し
て

き
た
の
だ
ろ
う
。
大
利
氏
は
「
必
要
な
人
材

は
す
べ
て
、
社
内
で
の
配
置
転
換
と
現
場
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ
教
育
で
賄
っ
て
き
た
」
と
話
す
。

　

同
社
は
主
に
、「
技
術
職
」（
生
産
労
務
職

及
び
研
究
開
発
職
）
と
、「
営
業
職
」（
販
路

開
拓
だ
け
で
な
く
、
通
販
等
販
売
事
務
、
商

品
企
画
等
を
含
む
）
の
二
つ
の
区
分
で
人
材

を
採
用
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
職
種
別
採
用

は
、
人
材
の
異
動
・
配
置
が
硬
直
的
に
な
り

老舗酒造メーカーの新たな挑戦

海外展開、化粧品開発、農業参入

白鶴酒造株式会社

企業概要
本社：兵庫県神戸市東灘区住吉南町
設立：昭和２年（１９２７年）
資本金：４億９．５００万円
年間総売上高：３４５億円（２０１２年３月期）
社員数：４４２人（女性比率約３０％）
事業内容：�①清酒の製造、販売及び媒介②焼酎、リキュール、

みりん、その他酒類の製造、販売及び媒介③ビー
ル、醤油、清涼飲料水、その他食料品の販売④輸
入ワインの販売⑤不動産の賃貸⑥化粧品の販売

主要関係法人：�HAKUTSURU SAKE OF AMERICA,INC.、
白栄物流システム株式会社、白鶴不動産株式
会社等
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が
ち
だ
が
、
同
社
で
は
本
人
の
希
望
に
基
づ

き
柔
軟
に
、
職
種
を
ま
た
ぐ
配
置
転
換
を

行
っ
て
き
た
。

　

配
置
転
換
に
当
た
っ
て
の
本
人
希
望
は
、

自
己
申
告
書
を
通
じ
て
年
一
回
、
吸
い
上
げ

る
。
自
己
申
告
書
に
は
、
仕
事
の
現
状
や
悩

み
、
上
司
や
部
下
、
同
僚
と
の
関
係
を
は
じ

め
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
思
い
や
自

己
啓
発
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
就
業
に

当
た
り
配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
を

書
き
込
ん
で
も
ら
う
。
こ
れ
を
基
に
、
総
務

人
事
部
が
営
業
職
の
ほ
ぼ
全
員
と
技
術
職
の

三
分
の
一
程
度
ず
つ
に
毎
年
、
個
別
面
談
を

行
う
。
そ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
情
報
に
、
労

務
担
当
と
経
営
幹
部
が
目
を
通
し
、
社
員
約

四
四
〇
人
の
適
正
配
置
を
弾
き
出
す
。

　
「
自
己
申
告
制
度
は
、
昭
和
五
四
年

（
一
九
七
九
年
）
か
ら
継
続
し
て
い
る
も
の
。

こ
の
間
、
適
材
適
所
の
配
置
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
て
き
た
。
人
事
は
、
一
人
動
か
す
と
異

動
元
と
異
動
先
の
両
方
に
影
響
す
る
。
そ
の

た
め
一
気
に
、
大
幅
な
変
更
を
行
う
こ
と
は

難
し
い
。
労
務
担
当
が
一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
ち
、
時
間
を
掛
け
理
想
へ
近
づ
け
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
」（
大
利
氏
）
と
そ
の
要
諦

を
語
る
。

技
術
職
→
営
業
職
→
管
理
部
門
へ

　

一
九
七
七
年
入
社
で
勤
続
三
六
年
を
数
え

る
大
利
次
長
自
身
、
社
内
転
職
と
も
い
え
る

職
種
・
配
置
転
換
を
経
験
し
て
き
た
。
技
術

職
で
入
社
し
、
清
酒
の
容
器
充
填
な
ど
製
品

化
の
最
終
工
程
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
の
、
や
が
て
酒
造
り
本
体
に
触
れ
た
い

と
強
く
願
う
よ
う
に
な
っ
た
。
数
年
越
し
で

自
己
申
告
書
に
書
き
続
け
、
九
六
年
に
晴
れ

て
醸
造
所
に
異
動
。
丹
波
杜
氏
の
伝
承
技
術

を
学
ぶ
う
ち
、
今
度
は
相
当
の
労
力
を
費
や

し
て
作
っ
て
い
る
清
酒
を
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
人
に
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
始
め
た
。

　

二
〇
〇
三
年
か
ら
営
業
職
に
転
換
し
、
大

阪
支
社
へ
異
動
に
な
っ
た
。
清
酒
を
使
っ
た

調
理
法
の
提
案
や
勉
強
会
な
ど
、
顧
客
と
の

関
係
構
築
に
や
り
甲
斐
を
感
じ
始
め
た
矢

先
（
〇
四
年
）、
海
外
営
業
部
へ
の
異
動
が

決
ま
っ
た
。
役
員
と
直
接
、
飲
み
語
り
合
う

機
会
な
ど
を
通
じ
、
経
営
方
針
を
理
解
し
共

鳴
し
て
い
た
た
め
、
辞
令
を
受
け
て
奮
起
し
、

海
外
営
業
に
奔
走
し
た
。
そ
う
し
た
多
様
な

経
験
を
評
価
さ
れ
、
〇
九
年
か
ら
管
理
部
門

に
異
動
し
た
。
現
在
は
人
材
配
置
や
採
用
活

動
の
管
理
、
人
事
処
遇
制
度
の
整
備
な
ど
を

任
さ
れ
て
い
る
。

必
要
な
教
育
は
す
べ
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で

　

同
社
で
は
、
職
種
変
更
を
伴
う
配
置
転
換

で
あ
っ
て
も
、
必
要
な
教
育
は
す
べ
て
Ｏ
Ｊ

Ｔ
で
行
わ
れ
て
い
る
。
清
酒
メ
ー
カ
ー
に
就

職
し
た
か
ら
に
は
一
貫
し
て
専
門
知
識
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
酒
類

知
識
習
得
制
度
」
が
あ
る
。
だ
が
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ

―
Ｊ
Ｔ
は
こ
の
ほ
か
、
一
定
年
次
ご
と
の
階

層
別
研
修
や
、
会
社
が
七
割
を
費
用
負
担
す

る
自
己
啓
発
支
援
制
度
な
ど
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

　

Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
重
要
度
が
高
い
だ
け
に
、
同
社

に
は
日
々
の
業
務
を
通
じ
、
着
実
に
成
長
を

遂
げ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
仕
掛
け
が
あ

る
。「
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

い
う
い
わ
ゆ
る
目
標
管
理
制
度
だ
が
、
目
標

は
、
中
期
経
営
計
画
に
則
り
各
部
署
に
割
り

振
ら
れ
た
目
標
を
各
人
の
レ
ベ
ル
に
落
と
し

込
ん
だ
中
か
ら
、
一
年
間
で
ど
う
し
て
も
成

し
遂
げ
た
い
一
つ
だ
け
に
限
定
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
ま
た
、
組
織
目
標
の
達
成
と
自
主

自
律
型
社
員
の
育
成
を
目
的
に
し
て
い
る
た

め
、
人
事
考
課
に
反
映
さ
せ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

性
を
優
先
す
る
制
度
と
し
て
い
る
。

人
材
の
断
層
が
生
じ
な
い
よ
う
採
用
を
継
続

　

こ
の
間
、
事
業
展
開
の
変
化
に
際
し
て
も
、

配
置
転
換
に
よ
る
人
材
調
達
と
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ

る
人
材
育
成
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
雇
用
管
理

手
法
が
、
う
ま
く
機
能
し
て
き
た
理
由
は
何

だ
ろ
う
。
小
寺
氏
は
「
人
材
や
情
報
の
断
層

が
生
じ
な
い
よ
う
、
毎
年
一
〇
人
程
度
の
新

規
採
用
を
続
け
て
き
た
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
入
社
か
ら
六
五
歳
ま
で
、
社
員

の
全
員
参
加
を
促
す
経
営
姿
勢
に
も
秘
訣

が
あ
り
そ
う
だ
。
同
社
の
人
事
処
遇
制
度

は
、
三
〇
年
以
上
続
く
職
能
資
格
等
級
制
度

を
基
礎
と
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
幅
な
改
訂
は
行
わ
ず

に
使
い
続
け
て
き
た
。
改
訂
と
呼
べ
る
よ
う

な
変
更
を
、
初
め
て
加
え
た
の
は
今
年
四

月
。
高
校
・
短
大
等
卒
入
社
の
「
一
般
職
掌
」、

大
学
・
院
卒
入
社
の
「
総
合
職
掌
」、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

の
「
管
理
職
掌
」
は
そ
の
ま
ま
に
、
旧
「
専

門
職
掌
」
を
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
掌
」
と
「
専

任
職
掌
」
に
分
離
・
明
確
化
し
た
。

　

管
理
職
を
任
せ
切
れ
な
か
っ
た
場
合
等
に

転
換
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
掌
の
人
材
は
、

従
来
は
専
門
職
掌
・
総
合
職
掌
に
転
換
し
て

い
た
。
だ
が
、
そ
れ
で
は
ど
う
し
て
も
降
格

の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
い
、
本
人
が
や
る

気
を
失
い
が
ち
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
エ
キ

ス
パ
ー
ト
職
掌
」
と
し
て
さ
ら
な
る
活
躍
に

期
待
を
込
め
、
転
換
時
は
処
遇
を
一
段
昇
格

さ
せ
る
変
更
も
加
え
た
。

　

ま
た
、
五
五
歳
で
役
職
定
年
を
迎
え
、
以

降
、
専
門
職
と
し
て
働
く
仕
組
み
に
つ
い
て

も
、「
専
任
職
」
に
括
り
直
し
た
。「
こ
れ
ま

で
は
第
一
線
を
退
い
た
人
材
と
し
て
見
ら
れ
、

本
人
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
の
が

難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
雇
用

延
長
に
伴
い
役
職
定
年
後
さ
ら
に
一
〇
年
間

の
キ
ャ
リ
ア
を
築
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

後
は
五
〇
歳
く
ら
い
で
一
度
、
キ
ャ
リ
ア
を

振
り
返
っ
て
も
ら
う
研
修
な
ど
を
交
え
な
が

ら
、
入
社
か
ら
六
五
歳
ま
で
活
き
活
き
と
働

き
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」（
大

利
氏
）。

　

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
時
代
と
と
も
に

大
き
く
変
わ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
組
織
も

事
業
展
開
に
合
わ
せ
た
変
化
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
同

社
に
も
厳
し
い
時
期
は
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、

「
リ
ス
ト
ラ
は
一
切
行
っ
た
経
験
が
な
い
」

と
い
う
。
同
社
の
話
を
聴
き
、
伝
統
的
な
日

本
企
業
が
元
々
有
し
て
き
た
、
事
業
展
開
の

変
化
を
も
飲
み
込
む
柔
軟
な
労
働
力
調
整
機

能
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

（
調
査
・
解
析
部
主
任
調
査
員
補
佐
／
渡
辺

木
綿
子
、
調
査
・
解
析
部
長
／
荻
野
登
）

蒸米を放冷する酒類知識習得制度の研修生
（白鶴酒造（株）提供）




